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                            （敬称略・順不同） 
１、『新年昼食会』を開催 

 日 時 １月２４日(土) １２時００分～１４時００分 
 場 所 北京閣「別館」 姫路市安田 3 丁目２２ 
 参加者 藤本（幹事）・永井・森川・赤路・木南、矢本、寺岡、 

協力団体の染川（夫妻）、柳沢氏、の１０名参加 
 概 要 今後の活動や情報交換等で楽しく懇談をしました。 

２、『姫路市市民防災大学（平成 20 年度）』を受講修了 
 日 時 ２月１４日（土）（平成２０年９月～・計６回受講） 
 場 所 姫路市防災センター他 
 主 催 姫路市消防局 
 参加者 永井・藤本・八木、新谷、寺岡の５名受講・終了 
 概 要 防災に関する講義・視察見学・ワークショップ等 

３、『災害ボランティアリーダー養成講座』を受講 
 日 時 （第 1 回）１月３１日（土）（第 2 回）2 月２１日（土） 

＊１３時００分～１５時３０分 
 場 所 自治福祉会館３Ｆ（第１会議室） 
 主 催 姫路市社会福祉協議会 
 参加者 永井・藤本・赤路・森川・新谷、寺岡の５名参加 
 概 要 災害ボランティアセンターの機能と活動・ワークショップ等 

４、『まもりんピック姫路（消防運動会）』に参加協力 
 日 時 ３月８日（日） ９時３０分～１１時３０分 
 場 所 姫路市立陸上競技場 
 主 催 姫路市消防局 
 参加者 藤本・八木・赤路・染川、寺岡の５名参加 

 （途中設立総会へ） 
 概 要 各種災害を想定した消防防災ゲームや競技等を運動 

 会形式で行うことにより、市民と各防火防災関係者団体及び消防が一体 
となり、防火防災意識の啓発と相互の連携を図り、お互いに助け合う力 
を養い、自主防災の輪を広げ「安心安全都市・姫路」の構築を目的に。 

 

日本防災士会兵庫県支部 中・西播磨ブロック（広報担当） 

ワークショップでの風景 
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５、『日本防災士会兵庫県支部 設立総会・記念式典』に出席 
 日 時 ３月８日（日）１３時００分～１６時４０分 
 場 所 兵庫県広域防災センター(２階大講堂) 
 主 催 兵庫県支部設立準備委員会 
 参加者 来賓、本部関係者、支部会員等約１００名 

「中・西播磨ブロック」から１７名が出席 
 概 要 設立総会及び記念式典（記念講演） 

＊ 第１部 日本防災士会兵庫県支部 設立総会 
＊ 第２部 記念式典及び記念講演 

・日本防災士機構 宮川 知雄氏、 
・日本防災士会  小宮 多喜次氏 

６、『阪神・淡路大震災の教訓・出版記念シンポジウム』に参加 
 日 時 ３月２２日（土）１３時３０分～１６時００分 
 場 所 神戸学院大学ポートアイランドキャンパス・Ｂ号館３Ｆ講義室 
 主 催 兵庫県、ひょうご安全の日推進県民会議他 
 参加者 赤路・永井・藤本・新谷・森川、木南、寺岡の７名参加 
 概 要 阪神・淡路大震災から１４年が経過し、県では、震災の重要な教訓 

100 項目を選び、「伝えるー阪神・淡路大震災の教訓―」を出版し、震災の 
教訓の継承・発信をテーマーとした「震災の教訓発信シンポジウム」を 
開催した。 

        ・基調講演  室崎 益輝氏「災害文化の定着に向けて～」 
        ・パネルディスカッション 「大震災の教訓を伝える」 
          （井戸知事、伊藤和明氏、平野啓子氏、壱島篤氏、室崎益輝氏） 
７、『第１回 中・西播磨ブロック会議』を開催 

 日 時 ４月１９日 (日) １３時００分～１６時００分 
 場 所 姫路市高岡市民センター（２階会議室） 
 主 催 兵庫県防災士会 「中・西播磨ブロック」 
 参加者 寺岡ブロック長はじめ２０名の会員が出席した。 
 概 要 会議と研修 
（一部）ブロック会議 

「経過報告と今後の活動計画等について」 
 

（二部）災害弱者支援研修 
「認知症サポーター養成講座」 

 
講師として、姫路市社会福祉協議会 大塩 昌子氏（キャラバンメイト）と 
寺岡ブロック長（キャラバンメイト）がパワーポイントやビデオ上映で講義 
され好評であった。修了の証として「オレンジリング」を全員がいただいた。 
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８、『プロ野球・ウエスタンリーグ公式戦』救護支援に参加協力 
 日 時 ５月９日（土）～１０日(日)・２日間 
 場 所 姫路市立姫路球場 
 主 催 ウエスタンリーグ姫路公式戦実行委員会、阪神タイガース 
 共 催 姫路市スポーツ振興財団他 （後援 姫路商工会議所他） 
 参加者 永井、藤本、山下、八木、小林、田靡、寺岡・森川の８名と 

「姫路救急Ｇ」の染川（夫妻）、柳沢氏が参加 
 概 要 「阪神タイガース対オリックス・バファローズ」公式戦での、 

救護所開設及び救護パトロールに、「姫路救急Ｇ」と協力参加した。 
９、『西播磨地域・防災部局等』を表敬訪問 

 日 時 ５月１５日（金） 
 場 所 兵庫県西播磨県民局、宍粟市、たつの市防災関係先 
 主 催 兵庫県防災士会 「中・西播磨ブロック」 
 参加者 前田支部長、寺岡ブロック長、赤路、藤本、永井、新谷、の６名参加 
 概 要 日本防災士会兵庫県支部設立に関する説明とご挨拶 

        １１月に開催の「西播磨広域防災総合訓練」に関する参加依頼など、 
        県民局防災課、宍粟市消防防災課、宍粟消防本部、たつの市危機管理課・ 
        たつの市消防本部等を表敬訪問した。 
１０、『日本防災士会「ＨＰ・会報」等』に記事掲載 

 支部だより  「西播磨ブロック会議」開催報告 
 会員広場   「警察署で講演」藤本防災士 
 会報（春号） 「兵庫県姫路警察署で講演」藤本防災士 

「ひょうご防災リーダー講座で発表」寺岡防災士 
日本防災士会「ＨＰ」に投稿記事が掲載されましたのでご覧ください。 

         http://www.bousaisikai.jp/index.html 
１１、『中・西播磨ブロック・防災部局等』に支部設立「挨拶文書」を郵送 

 日 時 ５月２５日（月）郵送（一部手渡し済み）  
 概 要 県民局関係、市役所関係、消防関係等の関係者に約７０通を郵送した。 

 
１２、今後（６月度）の予定等 

 ６月７日（日）「日本防災士会・平成２１年度定期総会」 
・東京都・科学技術館で開催・午後１時～・寺岡ブロック長出席 

 ６月１４日（日）「第２回 中・西播磨ブロック会議」（予定） 
 ・御津郵便局で開催（予定）・午前１０時～（会議案内は別途連絡） 
 ６月２１日（日）「ＡＥＤを使った救命講座」 
・夢前・福祉センターで開催・午前１１時～・応急手当普及員等参加（別途連絡） 

 ６月２８日（日）「兵庫県支部 常任幹事会」 
・神戸・ひょうごボランタリープラザ・１４時００分～・関係幹事等出席 
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日本防災士会 兵庫県支部（兵庫県防災士会）               平成２１年３月吉日 
平成２１年度 「中・西播磨ブロック」 活動計画（案） 

日本防災士会 兵庫県支部副支部長 
中・西播磨ブロック代表 寺岡 芳孝 

はじめに 
 平成１７年度「ひょうご防災リーダー養成講座（兵庫県）」を修了し、防災士（日本防災士機構）の

認証を取得した有志５名で、平成１８年より防災ボランティア活動に取り組むこととなった。 
その後、２名の防災士有志が加わり「ひめじ防災士グループ（仮称）」として、活動の機会も拡大す

ることとなった。更に、平成２０年より協力団体「姫路救急グループ」とも連携し、救護ボランティア

活動等にも取り組みの領域を拡大してきた。 
 今後は３年間の活動実績を踏まえ、日本防災士会兵庫県支部の発足にあたり、「中・西播磨ブロック」

として組織の再編をし、更なる防災ボランティア活動の発展に努めていきたい。 
 
１、基本的な考え方（活動方針） 

日本防災士会兵庫県支部（兵庫県防災士会）の目的である、「自助」、「共助」の原則のもと、会員の

ネットワークを構築し、防災士としての活動と技術の研鑽を念頭に置き、「西播磨ブロック」として、

地域活動の活性化、会員相互の交流及び防災士としてのスキルアップに努めていきたい。 
また、３年間の活動実績を踏まえ、引き続き関係機関等との連携・協働を図っていきたい。 

 
２、重点活動項目 

基本的な考え方（活動方針）に基づき、以下の重点活動３項目を実施する。 
（１） 防災士としての活動と防災・減災意識・知識の啓蒙に資する活動。 

 行政・消防機関等との連携活動 
 地域自主防災組織・団体等との連携活動 
 地域ブロック・協力団体等との連携活動 
 居住地域・職域等での個別活動 
 その他防災士としての活動（防災情報・知識等の講演・研修等の啓蒙活動） 

（２） 会員相互の交流と地域ブロック等ネットワークの構築に資する活動。 
 「防災ボランティアだより」等による会員相互の情報共有化 
 「会員親睦会」等による交流と会員相互の情報共有化 
 「地域ブロック連絡会」等による交流とネットワークの構築 
 その他防災士としての活動（支部活動や協力団体等との情報交換等） 

（３） 防災士としてのスキルアップと目的を達成するために必要な活動。 
 「姫路市市民防災大学」等の地域防災リーダー養成講座の受講 
 「災害ボランティアリーダー養成講座」等の社会福祉協議会講座の受講 
 「災害時高齢者生活支援」等の日本赤十字社講習の受講 
 「応急手当普及員・上級救命講習」等の消防局認証講習の受講 
 「認知症サポーター養成講座」等の自治体主催講座の受講 
 その他防災士としての活動（必要な技能の研鑽に資する講習会・研修会・見学等の参加） 


